
第
⼆
〇
九
回
中
国
理
解
講
座

お
茶
と
薬
草
で
夏
養
⽣

講
師�

向
静
静
⽒
︵
⽴
命
館
⼤
学
ア
ジ
ア
・
⽇
本
研
究
機
構
准
教
授
︶�

茶
は
単
な
る
飲
み
物
や
嗜
好
品
で
は
な
く
、

﹁
薬
﹂
と
し
て
⽤
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

私
た
ち
の
⾝
近
な
植
物
で
あ
る
紫
蘇
も

﹁
薬
﹂
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
お
り
、
紫
蘇
ジ

ュ
ー
ス
と
し
て
飲
ま
れ
る
ほ
か
、
中
国
で
は

紫
蘇
を
お
茶
な
ど
に
⽤
い
る
習
慣
も
あ
る
。

さ
ら
に
枇
杷
は
、
そ
の
実
が
フ
ル
ー
ツ
と
し

て
⾷
⽤
さ
れ
る
⼀
⽅
で
、
葉
は
消
化
器
官
や

胃
腸
に
良
い
と
さ
れ
、
中
国
や
⽇
本
で
は
枇

杷
の
葉
を
お
茶
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き

た
。

本
講
座
で
は
、
中
国
や
江
⼾
時
代
の
医
学

書
・
本
草
書
・
⺠
俗
資
料
・
図
像
資
料
な
ど

を
も
と
に
、
茶
・
紫
蘇
・
枇
杷
の
葉
を
取
り

上
げ
、
そ
れ
ら
の
効
⽤
と
使
⽤
法
を
ひ
も
と

く
こ
と
で
、
﹁
薬
茶
同
源
﹂
の
歴
史
を
探

る
。
ま
た
、
夏
の
暑
さ
を
乗
り
越
え
る
た
め

の
養
⽣
法
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
素
材
を
⽤
い

た
薬
膳
や
お
茶
の
レ
シ
ピ
も
紹
介
す
る
。

⽇
時 

七
⽉
⼆
⼗
六
⽇
︵
⼟
︶ 

場
所 

⽴
命
館
孔
⼦
学
院
講
義
室

︵
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
三
階
︶

 
 
 

午
後
⼀
時
～
⼆
時
半

参
加
無
料

︵
要
事
前
申
込
︶

 
 
 

＋
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
配
信

連
絡
先

⽴
命
館
孔
⼦
学
院
︵
⽴
命
館
⼤
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
三
階
︶

〒
六
〇
三
・
⼋
五
七
七�

京
都
市
北
区
等
持
院
北
町
五
⼗
六
ノ
⼀�

�

ア
カ
デ
メ
イ
ア
⽴
命 

内�

電
話�

〇
七
五
・
四
六
五
・
⼋
四
⼆
六 

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
七
五
・
四
六
五
・
⼋
四
⼆
九�

Mail:�
koza@st.ritsumei.ac.jp�

�
HP:�

https://www.ritsumei.ac.jp/confucius/

﹁
薬
茶
同
源
﹂
の
す
す
め
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